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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電体（４）をとくに電気部品に接続するために提供される電気接続デバイス（１０）
であって、
　接触バネ（２１）を収容するバネ用ケージ（２）と、
　前記接触バネ（２１）に面する適用領域（２３）と、
　前記バネ用ケージ（２）の中に前記導電体（４）が挿入可能な基準状態（Ｇ）から、前
記接触バネ（２１）が前記導電体（４）を押して該導電体が前記バネ用ケージ内に固定さ
れる設置状態（Ｍ）へと調節することが可能な保持手段（３）とを備えており、 
　前記保持手段が、前記適応領域と前記接触バネとの間に変位可能に配置されてなり、
　前記保持手段（３）が適用ウェブ（３２）を有してなり、
　前記基準状態（Ｇ）において、前記適用ウェブ（３２）が前記導電体（４）と前記接触
バネ（２１）との間に配置されており、前記保持手段（３）の変位中、前記導電体（４）
の方向に曲がるように構成されてなることを特徴とする電気接続デバイス（１０）。
【請求項２】
　前記導電体（４）を導電体挿入方向（４３）に向けて挿入すると、前記保持手段（３）
が、前記適用領域（２３）と前記接触バネ（２１）との間を、前記導電体と共に変位する
ように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の電気接続デバイス（１０）。
【請求項３】
　前記保持手段（３）が、前記導電体（４）用の適用表面（３３）を有してなることを特
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徴とする請求項１または２に記載の電気接続デバイス（１０）。
【請求項４】
　前記導電体（４）を前記保持手段（３）へ案内するための挿入用ファンネル（７）を有
してなることを特徴とする請求項１乃至３のうちのいずれか一項に記載の電気接続デバイ
ス（１０）。
【請求項５】
　前記挿入用ファンネル（７）がスリーブとしてかつ少なくとも部分的にファンネル形状
を有するものとして形成されてなることを特徴とする請求項４に記載の電気接続デバイス
（１０）。
【請求項６】
　前記基準状態（Ｇ）において、前記挿入用ファンネル（７）が前記保持手段（３）に隣
接して配置されている、または前記基準状態（Ｇ）において、前記保持手段（３）が前記
挿入用ファンネル（７）内に配置されてなることを特徴とする請求項４または５に記載の
電気接続デバイス（１０）。
【請求項７】
　前記基準状態（Ｇ）において、前記保持手段（３）が、前記適用領域（２３）と前記接
触バネ（２１）との間に狭持されるように配置されてなることを特徴とする請求項１乃至
６のうちのいずれか一項に記載の電気接続デバイス（１０）。
【請求項８】
　前記接触バネ（２１）および前記適用領域（２３）の少なくとも一方が導電性を有する
ものであることを特徴とする請求項１乃至７のうちのいずれか一項に記載の電気接続デバ
イス（１０）。
【請求項９】
　前記保持手段（３）および前記挿入用ファンネル（７）の少なくとも一方がプラスチッ
クから製造されてなることを特徴とする請求項４乃至６のうちのいずれか一項に記載の電
気接続デバイス（１０）。
【請求項１０】
　導電体接続ハウジング（５）と接触接続ハウジング（６）とを備えており、前記導電体
接続ハウジング（５）により、前記導電体（４）が前記挿入方向（４３）に向けて前記接
触接続ハウジング（６）の中へと案内されてなることを特徴とする請求項２に記載の電気
接続デバイス（１０）。
【請求項１１】
　前記接触接続ハウジング（６）内に接続部（１５）および前記バネ用ケージ（２）が配
置されてなることを特徴とする請求項１０に記載の電気接続デバイス（１０）。
【請求項１２】
　請求項２、１０、及び１１のうちのいずれか一項に記載の電気接続デバイス（１０）内
に導電体（４）を設置する方法において、基準状態（Ｇ）では、前記保持手段（３）が、
前記接触バネ（２１）と前記適用領域（２３）との間に配置され、前記設置状態（Ｍ）で
は、前記接触バネ（２１）が前記導電体（４）へと案内されて該導電体（４）を固定させ
るまで、前記保持手段（３）が、前記導電体（４）により、前記適用領域（２３）に沿っ
てかつ前記導電体挿入方向（４３）に向けて変位される、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、導電体をとくに電気部品に接続するために提供される電気接続デバイスに関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　導電体をプラグまたは電気組立体へ接続させるための電気接続デバイスの取扱いが簡単
であることおよび接触が堅固であることに関して高い要求がなされている。また、とくに
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産業環境において用いる場合、電気接触部をほこりと湿気から保護することに関して高い
要求がさらになされている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　まず、ＤＥ　２０　２００６　００９　４６０　Ｕ１には従来技術が開示されている。
【０００４】
　文献ＤＥ　２０　２０１０　０１６　６３８　Ｕ１には、バネ用ケージを有する電気接
続デバイスが開示されている。この文献では、基準状態において、導電体がバネクランプ
の中に挿入可能となるように、接触バネがバネ用ケージの保持ピンにマウントされている
。接触ピンがトリガーレバー上に配置され、トリガーレバーは導電体の進入によりシフト
するので、接触バネが保持ピンから離れて、導電体を接続デバイス内に固定するようにな
っている。この電気接続デバイスは、例えば単線導電体またはフェルールを備えたより線
導電体の如き十分な剛性を有している導電体にのみに適したものであるという欠点を有し
ている。
【０００５】
　本発明の目的は、フェルール無しのより線導電体に適し、非常に容易に取り扱うことが
でき、導電体を電気組立体、とくに電気組立体のハウジングに接続するのに適し、さらに
非常に良好なほこりおよび湿気からの保護を担保するようなタイプの上述の接続デバイス
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、導電体を電気組立体へ接続するために提供される以下に記載の電気接続デ
バイスによって実現される。かかる電気接続デバイスは、接触バネを収容するバネ用ケー
ジと、この接触バネに面する適用領域とを備え、さらに、導電体をバネ用ケージの中に挿
入可能な基準状態から接触バネが導電体を押してこの導電体をバネ用ケージ内に固定する
設置状態へと調節可能な保持手段とを備えており、この保持手段が、基準状態において適
用領域と接触バネとの間を変位可能に配置されている。とくに好ましくはかつ有利には、
保持手段は適用ウェブを有している。さらに好ましくは、基準状態において、この適用ウ
ェブは、導電体と接触バネとの間に配置され、保持手段の変位時、導電体の方向に向けて
曲がるように設計されている。
【０００７】
　保持手段がバネ用ケージに対して相対的に変位可能となっているので、保持手段を押し
動かすことが可能となる。さらに、有利には、適用ウェブは、保持手段が接触バネの下で
移動するとき、接触バネが急激に導電体に当たってしまうようなことがないように接触バ
ネを導電体へ案内し、接触バネを解放し、次いで接触バネが導電体に押しつけられるよう
になっている。導電体がより線導電体として形成されている場合、適用ウェブは、さらに
、個々のリード線がばらばらになるのを防止する。
【０００８】
　保持手段は、変位可能であることが好ましく、また、導電体を導電体挿入方向に向けて
挿入する際、適用領域と接触バネとの間で導電体と共に変位可能であることが好ましい。
したがって、保持手段は、接触バネの下を移動して接触バネを解放するまで、導電体挿入
方向に向けてかつ適用領域に沿って適用領域と接触バネとの間で変位される。次いで、接
触バネは、導電体へ案内され（押され）当該導電体を固定する。このように、本発明にか
かる電気接続デバイスによれば、導電体を導電体挿入方向に向けて挿入することのみによ
って、導電体を自動的に固定することができる。さらなる補助を必要としないので、訓練
されていない人でさえ、導電体を電気接続デバイスへ非常に簡単にかつ素早く接続するこ
とができ、電気接続デバイスを非常に簡単に取り扱うことができる。
【０００９】
　本発明の意味における電気組立体とは、たとえば導電体や、個々の電気部品、複数の電
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気部品からなる回路などのことである。好ましい実施形態では、電気組立体はハウジング
により保護されており、電気接続デバイスがそのハウジングに接続可能となっていること
がとくに好ましい。
【００１０】
　好ましくは、導電体は、たとえば電気絶縁性のシースと、電導性のコアとを有している
。好ましくは、導電性のコアは、単線導電体またはより線導電体として形成されている。
本発明にかかる電気接続デバイスは、より線にフェルールが設けられているより線導電体
だけでなく、フェルールが設けられていないより線導電体にも適切である。
【００１１】
　導電体をバネ用ケージ内に正確に位置決めしかつしっかりと接触させることを担保する
ために、電気接続デバイスは導電体を保持手段に導くための挿入用ファンネルを有してい
る。基準状態では、挿入用ファンネルが保持手段の隣に配置されているか、または、基準
状態では、保持手段が挿入用ファンネルの中に配置されている。さらに、挿入用ファンネ
ルがスリーブとして形成され、少なくとも部分的にファンネル形状を有しているので、挿
入用ファンネルは、導電体挿入方向に進むにつれて細くなっていき、導電体を保持手段へ
と案内するようになっている。このことは、より線導電体の場合にとくに有利である。と
いうのは、より線がこのようにして集中させられるからである。それに加えて、好ましく
は、保持手段が、基準状態では、適用領域と接触バネとの間に配置、とくに狭持され、そ
の結果、挿入用ファンネルおよび保持手段が基準状態において互いに規定された開始位置
に配置されている。したがって、保持手段は、導電体により変位させられる前にはバネ用
ケージ内に正確に位置決めされている。それに加えて、接触バネは、導電体を電気接続デ
バイスの中へ挿入するときの妨げにならないように、保持手段によって位置決めされてい
る。
【００１２】
　好ましくは、保持手段は適用表面を有している。導電体は、バネ用ケージの中への挿入
時、保持手段のこの適用表面を押す。好ましくは、適用表面は、導電体挿入方向に対して
横断方向に配置される。
【００１３】
　好ましくは、接触バネおよび適用領域の少なくとも一方が導電性を有している。さらに
好ましくは、設置状態において、接触バネは、接触領域内でコアおよび少なくとも部分的
に適用領域を押圧している。したがって、設定状態において、接触バネが導電体のコアを
バネ用ケージの適用領域を押し付けているので、適用領域および接触バネの少なくとも一
方と導電体との間の電気的接触が担保され、それと同時に、導電体が電気接続デバイス内
に堅固に保持される。このようにして、導電体の良好な接触が担保される。また、より線
導電体が用いられた場合も同様である。
【００１４】
　好ましくは、接触バネおよび適用領域の少なくとも一方は、たとえば銅または銅合金の
如き良好な伝導性を有する材料から形成される。好ましい実施形態では、バネ用ケージは
、製造ステップの節約のために一体構造物として成形される。しかしながら、接触バネを
良好なバネ特性を有する材料から形成するために、接触バネを別個に製造した後でバネ用
ケージに取り付ける、とくに一体的に結合させることが非常に好ましい。バネ力によって
、導電体を電気接続デバイス内に保持する接触力を設定することができる。
【００１５】
　好ましくは、保持手段および挿入用ファンネルのうち少なくとも一方は、プラスチック
から、とくに射出成形された部品として製造される。したがって、これらは、従来の手段
を用いて高コスト効率で生産することができる。
【００１６】
　好ましい実施形態では、適用ウェブが保持手段上にフィルム製のヒンジ（ｆｉｌｍ　ｈ
ｉｎｇｅ）を介して配置されているので、当該適用ウェブは、保持手段が接触バネの下を
通り抜けるとリセットされる。
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【００１７】
　好ましくは、電気接続デバイスは導電体接続ハウジング、具体的にはネジ式キャップと
、接触接続ハウジングとを備えている。導電体は、導電体接続ハウジングにより接触接続
ハウジングの中へ導電体挿入方向に向けて案内される。好ましくは、バネ用ケージが接触
接続ハウジング内の適切な位置に固定され、回復手段（ｒｅｓｔｏｒｉｎｇ　ｍｅａｎｓ
）がバネ用ケージ内に変位可能に配置される。好ましくは、挿入用ファンネルは導電体接
続ハウジング内の適切な位置に固定される。
【００１８】
　好ましくは、バネ用ケージに接続部が配置されている。接続部は電気接続デバイスを電
気組立体に接続するために設けられている。好ましくは、接続部は、プラグ式接触部とし
てまたはソケット式接触部として形成され、接続部の対応するソケット式接触部またはプ
ラグ式接触部は接続可能となっている。好ましい実施形態では、接続部およびバネ用ケー
ジは一体構造物として、好ましくはプレス加工された板金部品として製造される。
【００１９】
　また、導電体接続ハウジング内にシールを設けることが好ましい。シールは、導電体接
続ハウジングの中へほこりおよび湿気の浸透を防止するために、設置状態において導電体
を同心円状に取り囲むようになっている。それに加えて、導電体接続ハウジングと接触接
続ハウジングとの間にシールリングを設けることも好ましい。このようにして、バネ用ケ
ージ、とくに適用領域は、ほこりおよび湿気から保護される。
【００２０】
　好ましくは、導電体接続ハウジングは、接触接続ハウジングにリバーシブルに（ｒｅｖ
ｅｒｓｉｂｌｙ）配置可能となっている。好ましい実施形態では、接触接続ハウジングお
よび導電体接続ハウジングは相互に外れ止め（ｌａｔｃｈｅｄ）可能となっている。それ
に代えて、導電体接続ハウジング上にネジ山を設け、接触接続ハウジング上に対応するカ
ウンターネジ山を設けることで、接触接続ハウジングおよび導電体接続ハウジングが相互
に回転可能となっていることが好ましい。しかしながら、他の接続技術も好ましい。
【００２１】
　上記の目的は、本発明にかかる電気接続デバイスに導電体を挿入するための以下のよう
な方法によっても達成可能である。かかる方法では、保持手段が、基準状態では、接触バ
ネと適用領域との間に配置され、設置状態では、接触バネが導電体へ案内され（押され）
当該導電体を固定させるまで、導電体挿入方向に向けてかつ適用領域に沿って導電体によ
り変位される。かかる方法により、オペレーターによる電気接続デバイスの取り扱いが非
常に簡単なものとなり、導電体とバネ用ケージとの間の電気接触がしっかりと形成される
とともに、導電体がバネ用ケージ内にしっかりと取り付けられる。
【００２２】
　以下、本発明の利点がさらに明らかになるように、図面を参照しかつ例示の実施形態に
基づいて本発明を詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１（ａ）】導電体が接続されている本発明にかかる電気接続デバイスを示す図であっ
て、設置状態にある保持手段を示す図である。
【図１（ｂ）】図１（ａ）のＣの詳細を示す図であり、保持手段が基準状態にある図であ
る。
【図１（ｃ）】図１（ａ）のＣの詳細を示す図であり、保持手段が基準状態から設置状態
へ変移している図である。
【図２（ａ）】図１の電気接続デバイスの挿入用ファンネルおよび保持手段を示す斜視図
である。
【図２（ｂ）】図１の電気接続デバイスの挿入用ファンネルおよび保持手段を示す側面図
である。
【図３（ａ）】図１の電気接続デバイスのバネ用ケージならびに図２の挿入用ファンネル
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および保持手段を示すさまざまな斜視図のうちの一つであって、電気組立体との接続のた
めの接続部がバネ用ケージに配置されている斜視図である。
【図３（ｂ）】図１の電気接続デバイスのバネ用ケージならびに図２の挿入用ファンネル
および保持手段を示すさまざまな斜視図のうちの一つであって、電気組立体との接続のた
めの接続部がバネ用ケージに配置され、導電体が挿入用ファンネルの中に少なくとも部分
的に挿入されている斜視図である。
【図３（ｃ）】図１の電気接続デバイスのバネ用ケージならびに図２の挿入用ファンネル
および保持手段を示すさまざまな斜視図のうちの一つであって、電気組立体との接続のた
めの接続部がバネ用ケージに配置され、導電体が挿入用ファンネルの中に少なくとも部分
的に挿入されている斜視図である。
【図３（ｄ）】図１の電気接続デバイスのバネ用ケージならびに図２の挿入用ファンネル
および保持手段を示すさまざまな斜視図のうちの一つであって、電気組立体との接続のた
めの接続部がバネ用ケージに配置され、導電体が挿入用ファンネルの中に少なくとも部分
的に挿入されている斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　電気組立体（図示せず）に接続するための電気接続デバイス１０が提供されている。太
陽熱発電システムからの導電体または太陽熱発電システムへの導電体を接続するために用
いることがとくに好ましい。この目的のため、電気接続デバイス１０は、接触接続ハウジ
ング６と、導電体接続ハウジングとを備え、とくに接触接続ハウジング６へネジ込むため
のネジキャップ５を備えている。さらに、スナップコネクター６２が接触接続ハウジング
６に設けられることが好ましい。スナップコネクター６２を用いることにより、電気接続
デバイス１０を電気組立体のハウジング（図示せず）に取り付けることが可能となる。
【００２５】
　導電体接続ハウジング５および接触接続ハウジング６は、スリーブのように構築されて
いる。導電体接続ハウジング５は、導電体を挿入する方向４３に向けて導電体４を挿入す
るための挿入開口部５３を有している。
【００２６】
　適用領域２３および接触バネ２１を有するバネ用ケージ２が接触接続ハウジング６内に
配置されている。接触バネ２１は、適用領域２３に面しており、導電体４を接続させるた
めのものである。
【００２７】
　さらに、電気接続デバイス１０を電気組立体へ接続させるための接続部１５がバネ用ケ
ージ２に配置されている。この接続部１５は、ソケット接触部として形成されているので
、このソケット接触部に対応する電気組立体のプラグ接触部（図示せず）を接触接続ハウ
ジング６に差し込むことができる。原理的には、電気組立体へ接続するための接続部１５
は、バネ用ケージ２の堅固な電気接触を可能とする任意の所望の従来の接続技術を用いて
実現可能である。たとえば一体的結合、バネ接触またはピン接触を用いて実現可能である
。
【００２８】
　本実施形態では、接続部１５は、バネ用ケージ２との一体構造物として形成されている
が、別個の部品として形成することもできる。
【００２９】
　相互に噛み合うようにかつ一方が他方の内部で回転可能なようになっているネジ山５５
、６５が、接触接続ハウジング６および導電体接続ハウジング５に設けられている。しか
しながらここでは、たとえば接触接続ハウジング６および導電体接続ハウジング５を相互
に外れ止め（ｌａｔｃｈ）するまたは一方が他方の内部に差し込まれる他の接続技術が用
いられてもよい。
【００３０】
　接続デバイス１０の設置状態Ｍにおいて導電体４のまわりに同心円状に位置するシール
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５２が、導電体接続ハウジング５内に設けられている。シール８は、設置状態Ｍにおいて
、ほこりと湿気の浸透からの保護を担保する。接触部ハウジング６と導電体接続ハウジン
グ５との接続部を通じてほこりおよび湿気が浸透しないようにするために、任意選択的に
、それらの間にシールリング５６が設けられる。加えて、それに対応するシール（図示せ
ず）が接触接続ハウジング６内に設けられるのが好ましい。
【００３１】
　設置状態Ｍにおいて導電体４のまわりに同心円状に延在する挿入用ファンネル７が、導
電体接続ハウジング５内に配置されている。挿入用ファンネル７は、ファンネル形状に形
成され、バネ用ケージ２側とは反対側に広がり、導電体挿入方向に進むにつれて細くなっ
ている。導電体４がより線の形態を有している物として形成されている場合、導電体４が
挿入用ファンネル７を通ってバネ用ケージ２へと案内されると、コア４２のより線は、バ
ネ用ケージ２の中のその中心にかつ適切な向きを維持して案内される。
【００３２】
　保持手段３はバネ用ケージ２に配置される。図１（ｂ）は、保持手段３が接触バネ２１
と適用領域２３との間に配置されている基準状態Ｇにおける保持手段３を示している。保
持手段３は凹部３１を有している。接触バネ２１の自由端部２２が、保持手段３に置かれ
、当該保持手段３を適用領域２３に向けて押している。したがって、導電体４が挿入され
る前、保持手段３は、バネ用ケージ２内の規定された開始位置ｘ０の位置にある。接触バ
ネ２１の自由端部２２が凹部３内の位置にあるため、挿入時、接触バネ２１は導電体４を
妨げることはない。それに加え、保持手段３が挿入用ファンネル７上に配置されているの
で、導電体４は、バネ用ケージ２の中へ挿入されるとき、保持手段３に向けて案内される
。保持手段３および挿入用ファンネルは、一体構造物として成形されることが好ましい。
【００３３】
　保持手段３は適用表面３３を有している。適用表面３３は、導電体挿入方向４３に対し
て横断方向に延びており、また導電体４が適用表面３３に向けて挿入される。導電体４ま
たは導電体４のコア４１は、変位時、適用表面３３を押すので、導電体４は保持手段３と
共に移動する。したがって、導電体４を導電体挿入方向４３に向けて挿入するとき、保持
手段３は、導電体４と共に変位する。図１（ｃ）には、基準位置Ｇから設置位置Ｍに向け
て変位中の保持手段３が示されている。この図では、保持手段３は規定の開始位置ｘ０対
して距離ｄｘだけ変位している。
【００３４】
　保持手段３は適用ウェブ３２を有している。適用ウェブ３２は、保持手段３が導電体挿
入方向４３に変位するとき接触バネ２１の自由端部２２により導電体４に向けて押され、
この方向に曲がる。したがって、接触バネ２１は、保持手段３が接触バネ２１の下から移
動し離れて接触バネ２１を解放するとき導電体４上に案内されるので、導電体４に急に突
き当たってしまうことはない。それに加えて、適用ウェブ３２は、より線として形成され
た導電体４のより線がばらばらになるのを防止する。保持手段３が接触バネ２１を解放す
ると、接触バネ２１の自由端部２２は、導電体４のコア４１を押してそれを適用領域２３
に押しつける。したがって、設置状態Ｍでは、導電体４は、接触バネ２１により適用領域
２３に押し付けられる。図１（ａ）には、設置状態Ｍが示されている。
【００３５】
　接触バネ２１および適用領域２３の少なくとも一方は、導電性を有するものとして設け
られているので、設置状態Ｍでは、導電体４と電気的にも接触している。
【００３６】
　図１の電気接続デバイス１０の挿入用ファンネル７および保持手段３は、図２（ａ）に
は斜視図で示され、図２（ｂ）には側面図で示されている。
【００３７】
　挿入用ファンネル７は、バネ用ケージ２側とは反対側を向いている端部（図１，３を参
照）に導電体挿入方方向４３に進むにつれて狭くなるファンネル７１を有し、バネ用ケー
ジ２側を向いている端部に案内チャネル７２を有し、案内チャネル７２の断面がほぼＵ字
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型に形成され、接触バネ側を向いている側が開いている（図１、３を参照）。それに加え
て、挿入用ファンネル７は停止部７３を有している。挿入用ファンネル７は、この停止部
７３を用いて、接触接続ハウジング６および／またはバネ用ケージ２に押し付けられるの
で、少なくとも設置状態Ｍでは、挿入用ファンネル７は、電気接続デバイス１０の規定さ
れた位置に配置され、導電体挿入方向４３に向けてもまたはその反対方向に向けても変位
可能とはなっていない。
【００３８】
　保持手段３は、基準状態Ｇにおいて接触バネ２１の自由端部２２がその中に位置する凹
部３１と、保持手段３および導電体４が共に変位するときに導電体４の挿入方向に接触バ
ネ２１により曲げられる適用ウェブ３２と、基準状態Ｇにおいて導電体４が押す適用表面
３３とを有している。さらに、保持手段３は、保持手段３を案内チャンネル７２に着脱可
能に配置するのに用いられる保持ウェブ３４と、導電体挿入方向４３に向けた保持手段３
の変位中に接続部１５までまたは接続部の中へ挿入される案内ウェブ３５であって、接続
部１５に押し込まれることにより導電体挿入方向４３に向かう保持手段３の変位の限界を
任意選択的に規定する案内ウェブ３５とを有している。
【００３９】
　したがって、本実施形態では、保持手段３および挿入ファンネル７は、基準状態Ｇにお
いて保持手段３が挿入ファンネル７の隣の規定された開始位置ｘ０に保持されている一体
構造を有する設置ユニットを形成することが好ましい。しかしながら、原理的には、基準
状態Ｇにおいて保持手段３が接触バネ２１により規定された開始位置ｘ０に保持されるよ
うな実施形態もまた考えうる。さらに、挿入用ファンネル７が案内チャンネル７２無しに
形成され、保持手段３が保持ウェブ３４無しに形成され、任意選択的に、導電体接続ハウ
ジング５が案内チャンネル（図示せず）を形成している実施形態もまた考えうる。それに
加えて、さらなる好ましい変形例では、保持手段３、とくに適用ウェブ３２を、駆動手段
（図示せず）により導電体挿入方向４３とは反対の方向に変位して戻ることができるよう
な形状にすることによって、バネ用ケージ２に導電体４をリバーシブルに配置することが
でき、電気接続デバイス１０を再使用することができるようにしてもよい。
【００４０】
　以下、挿入用ファンネル７および保持手段３を好ましくは一体構造を有する「設置ユニ
ット」として示す。具体的にいって、導電体がフェルール無しのより線として形成された
としても、導電体４を設置ユニットの中に非常に簡単に挿入することができる。
【００４１】
　図３には、接続部１５と一体構造物として製作されたバネ用ケージ２と、挿入用ファン
ネル７および保持手段３から形成された設置ユニットとが示されている。図３（ａ）、（
ｅ）、（ｄ）では、設置ユニットはバネ用ケージ２内に配置されており、図３（ｂ）では
、設置ユニットはバネ用ケージ２外に配置されている。
【００４２】
　導電体４を電気接続デバイス１０内に挿入するだけで、本発明にかかる電気接続デバイ
ス１０内に設置可能となっている。導電体４がバネ用ケージ２内にかつさらなるツールを
用いることなく自動的に固定されるため、当該導電体４は、堅固にバネ用ケージと電気的
に接触するとともに、電気接続デバイス１０内に堅固に配置される。したがって、訓練さ
れていない人でさえも、非常に簡単にかつ迅速に導電体４を接続デバイス１０に設置する
ことができる。
【符号の説明】
【００４３】
１５　接続部
２　バネ用ケージ
２１　接触バネ
２２　自由レグ端部
３　保持手段
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３１　凹部
３２　適用ウェブ
３３　適用表面
３４　保持手段／保持ウェブ
３５　案内ウェブ
４　導電体
４１　導電体のコア
４２　導電体のシース
４３　導電体挿入方向
５　導電体接続ハウジング
５２　シール
５３　導電体用の挿入開口部
５５　ネジ山
５６　シールリング
６　接触接続ハウジング
６２　スナップコネクター
６５　ネジ山
７　スリーブ
７１　ファンネル（漏斗）
７２　案内チャンネル
７３　停止
１０　電気接続デバイス
ｘ０　開始位置
ｄｘ　変位部
Ｇ　基準状態
Ｍ　設置状態
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